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(57)【要約】
【課題】手乾燥装置において、加熱装置を用いる場合は
消費電力が大きくなり、加熱装置を用いない場合は手の
乾燥に時間がかかるため使用者が不快に感じるという課
題を有していたため、従来の手乾燥装置よりも効率よく
手を乾燥させることができ、省エネとなる手乾燥装置を
提供することを目的とする。
【解決手段】本体１に送風手段２を備え、第１の吸気口
７を通り、送風手段２を経由して吹出口から風を吹き出
す手乾燥用風路９の送風手段２の手前に湿度吸着素子１
１を備えることで湿度吸着素子１１に水分が吸着し、吸
着熱により温度が上昇した風で手を乾燥することができ
る構成にしたことにより、手を効率よく乾かすことがで
きる手乾燥装置を得られる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
外郭を形成する本体と、前記本体に配置された空気流を送風する送風手段と、この送風手
段に隣接して配置し、挿入された手を乾燥する乾燥空間と、前記乾燥空間に挿入された手
を検知する手検知手段と、前記手検知手段で検知した入力信号を処理し前記送風手段を始
動させる制御部と、前記乾燥空間の底部に配置し、風によって飛ばされた手の水を受ける
水受け部と、前記水受け部より高い位置に配置し、前記乾燥空間の空気を吸い込む第１の
吸気口と、前記送風手段により発生した空気流を乾燥空間の手前側に送風する吹出口と、
前記第１の吸気口を通り、送風手段を経由して前記吹出口から風を吹き出す手乾燥用風路
と、前記水受け部の手前側に配置し、前記吹出口から吹出した風を前記第１の吸気口へ環
流させる風路作成用板とを備え、前記手乾燥用風路の前記送風手段の上流側に湿度吸着素
子を配置したことを特徴とした手乾燥装置。
【請求項２】
　対向する二面にそれぞれ開口する第２吸気口と排気口と、内部に湿度吸着素子を配置す
るとともに前記第２吸気口と排気口を連通させる内部風路と、前記湿度吸着素子を挟んで
前記排気口を有する側の風路に配置した第１の吸気口と、前記第２吸気口を有する側の風
路に前記湿度吸着素子から遠ざかる方向に順番に配置した送風手段の吐出口および吸入口
と、前記第２吸気口を開閉する第１のシャッターと、送風手段の吐出方向を吹出口側と前
記吐出口側とを切り替える第２のシャッターと、前記第１の吸気口に配置して、前記排気
口と第１吸気口の開閉状態を切り替える第３のシャッターとを備え、前記第１のシャッタ
ーを閉じて、前記第２のシャッターを吹出口側へ切り替え、前記第３のシャッターを前記
第１吸気口を開、前記排気口を閉とした場合に手乾燥風路が形成して手を乾燥させるとも
に、前記第１のシャッターを開けて、前記第２のシャッターを吐出口側へ切替え、前記第
３のシャッターを前記第１吸気口を閉、前記排気口を開とした場合に、前記第２吸気口か
ら前記送風手段の吸入口、吐出口、前記湿度吸着素子、前記排気口へと順番に連通する素
子乾燥用風路が形成して前記湿度吸着素子に第２吸口から吸い込んだ空気を送風する請求
項１記載の手乾燥装置。
【請求項３】
排気口付近の風路を水受け部側が下になるように傾斜させた水排出手段と、手検知手段に
よる信号が途絶えた時に手乾燥用風路から素子乾燥用風路に切り替えることで前記湿度吸
着素子を乾燥させているときに発生した水分を前記水受け部へ排出することを特徴とした
請求項１記載の手乾燥装置。
【請求項４】
前記湿度吸着素子に隣接して湿度を検出することができる湿度検出手段を備え、前記環境
条件検出手段で前記湿度吸着素子の状態を測定し、一定値以下になった状態で遅延運転を
停止することを特徴とした請求項１記載の手乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗面所やトイレ等にて手を洗い、濡れた手を温風にて乾燥させる手乾燥装置
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　洗浄後の濡れた手を衛生的に乾燥させる装置として、高速空気流により手に付着した水
滴を吹き飛ばして乾燥させる手乾燥装置が知られている。
【０００３】
　以下、その手乾燥装置について図９を参照しながら説明する。
【０００４】
　図９に示すように、開放された手挿入部１０７を形成した本体ケーシング１０１に高圧
空気発生装置１０６が組み込まれた構成であり、利用者が手挿入部１０７に濡れた手を挿
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入すると、手検出部により手を検知すると本体に内蔵された高圧空気発生装置１０６が作
動し、吹き出し口から乾燥空間へ高速空気流が噴射して、手に付着した水分を吹き飛ばし
て、手を乾燥させる構成となっていた。
【０００５】
　また、手乾燥装置は手を検知すると運転が始まるようになっており、加熱装置を用いず
に運転していた（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－２７３７８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このような従来の手乾燥装置においては、手の乾燥を行う場合、手の乾燥時間がかかる
ため、使用者が不快に感じるという課題を有していた。
【０００８】
　そこで、本発明は、従来の課題を解決するものであり、手を乾燥させる風を湿度交換素
子に通し、水を吸着させ、吸着熱により温度が上がった高温低湿の空気を乾燥空間に返す
。これにより、加熱装置を用いることなく、手の乾燥を行うことができ、従来の加熱手段
を用いていない手乾燥装置よりも効率よく手を乾燥させることができ、省エネとなる手乾
燥装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そして、この目的を達成するために、本発明は、外郭を形成する本体と、前記本体に配
置された空気流を送風する送風手段と、前記本体の開放部から挿入された手を乾燥する乾
燥空間と、前記乾燥空間に挿入された手を検知する手検知手段と、前記手検知部で検知し
た入力信号を処理し前記送風手段を始動させる制御部と、前記乾燥空間の底部に配置し、
風によって飛ばされた手の水を受ける水受け部と、前記水受け部より高い位置に配置し、
前記乾燥空間の空気を吸い込む第１の吸気口と、前記送風手段により発生した空気流を乾
燥空間の手前側に送風する吹出口と、前記第１の吸気口を通り、送風手段を経由して前記
吹出口から風を吹き出す手乾燥用風路と、前記水受け部の手前側に配置し、前記吹出口か
ら吹出した風を前記第１の吸気口へ環流させる風路作成用板とを備え、前記手乾燥用風路
の前記送風手段の上流側に湿度吸着素子を配置したことを特徴とした手乾燥装置としたも
のであり、これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、前記第１の吸気口より吸い込まれた空気を前記湿度吸着素子に通すこ
とで、空気中の水分が前記湿度吸着素子に吸着する。この吸着熱により温度が上がった高
温低湿の空気が前記吹出口から吹き出す。これにより、加熱装置を用いることなく、高温
低湿の風で手の乾燥を行うことができるため従来の手乾燥装置よりも効率よく手を乾燥さ
せることができる。さらに従来の加熱手段を用いていない手乾燥装置よりも効率よく手を
乾燥させることができ、省エネとなる手乾燥装置を提供できるという効果を得ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１の手乾燥装置の構成を示す断面図
【図２】同実施の形態１の手乾燥装置の構成を示すブロック図
【図３】同実施の形態２の手乾燥装置の構成を示す断面図
【図４】同実施の形態２の手乾燥装置の構成を示す断面図
【図５】同実施の形態２の手乾燥装置の構成を示すブロック図



(4) JP 2013-192588 A 2013.9.30

10

20

30

40

50

【図６】同実施の形態２の手乾燥装置の構成を示す断面図
【図７】同実施の形態３の手乾燥装置の構成を示す断面図
【図８】同実施の形態３の手乾燥装置の動作を示すブロック図
【図９】従来の手乾燥装置の構成を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の請求項１記載の手乾燥装置は、外郭を形成する本体と、前記本体に配置された
空気流を送風する送風手段と、この送風手段に隣接して配置し、挿入された手を乾燥する
乾燥空間と、前記乾燥空間に挿入された手を検知する手検知手段と、前記手検知部で検知
した入力信号を処理し前記送風手段を始動させる制御部と、前記乾燥空間の底部に配置し
、風によって飛ばされた手の水を受ける水受け部と、前記水受け部より高い位置に配置し
、前記乾燥空間の空気を吸い込む第１の吸気口と、前記送風手段により発生した空気流を
乾燥空間の手前側に送風する吹出口と、前記第１の吸気口を通り、送風手段を経由して前
記吹出口から風を吹き出す手乾燥用風路と、前記水受け部の手前側に配置し、前記吹出口
から吹出した風を前記第１の吸気口へ環流させる風路作成用板とを備え、前記手乾燥用風
路の前記送風手段の上流側に湿度吸着素子を配置したことを特徴としたものである。
【００１３】
　これにより、送風手段により発生した空気流を吹出口から乾燥空間の手前側に送風し、
風路作成用板によって、第１の吸気口へ環流させることで、乾燥空間の湿った空気は第１
の吸気口を通り、湿度吸着素子と送風手段を経由して再び吹出口から風を吹き出すことと
なり、乾燥空間に吹き出す空気流は、手乾燥用風路に配置した湿度吸着素子に水分を吸着
させながら、かつ吸着熱によって温度を上げて吹出すことができるので、加熱装置を用い
ることなく、高温低湿の風で手の乾燥を行うことができ、従来の手乾燥装置よりも効率よ
く手を乾燥させることができる。さらに従来の加熱手段を用いていない手乾燥装置よりも
効率よく手を乾燥させることができ、省エネとなる手乾燥装置を提供できるという効果を
奏する。
【００１４】
　また、請求項２記載の手乾燥装置は、対向する二面にそれぞれ開口する第２吸気口と排
気口と、内部に湿度吸着素子を配置するとともに前記第２吸気口と排気口を連通させる内
部風路と、前記湿度吸着素子を挟んで前記排気口を有する側の風路に配置した第１の吸気
口と、前記第２吸気口を有する側の風路に前記湿度吸着素子から遠ざかる方向に順番に配
置した送風手段の吐出口および吸入口と、前記第２吸気口を開閉する第１のシャッターと
、送風手段の吐出方向を吹出口側と前記吐出口側とを切り替える第２のシャッターと、前
記第１の吸気口に配置して、前記排気口と第１吸気口の開閉状態を切り替える第３のシャ
ッターとを備え、前記第１のシャッターを閉じて、前記第２のシャッターを吹出口側へ切
り替え、前記第３のシャッターを前記第１吸気口を開、前記排気口を閉とした場合に手乾
燥風路が形成して手を乾燥させるともに、前記第１のシャッターを開けて、前記第２のシ
ャッターを吐出口側へ切替え、前記第３のシャッターを前記第１吸気口を閉、前記排気口
を開とした場合に、前記第２吸気口から前記送風手段の吸入口、吐出口、前記湿度吸着素
子、前記排気口へと順番に連通する素子乾燥用風路が形成して前記湿度吸着素子に第２吸
口から吸い込んだ空気を送風することを特徴とするものである。
【００１５】
　これにより、素子乾燥用風路に切り替えて空気を流すことで湿度吸着素子を乾燥させる
ことができる。特に手乾燥装置の使用後に風路を素子乾燥用風路切り替えて空気を流すこ
とで、次回使用する際に効率よく水を吸着させることができ、効率よく手を乾燥させるこ
とができるという効果を奏する。
【００１６】
　また、請求項３記載の手乾燥装置は、排気口付近の風路を水受け部側が下になるように
傾斜させた水排出手段と、手検知手段による信号が途絶えた時に手乾燥用風路から素子乾
燥用風路に切り替えることで前記湿度吸着素子を乾燥させているときに発生した水分を前
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記水受け部へ排出するものである。
【００１７】
　これにより、手乾燥装置の使用後に素子を乾燥させることで次回使用する際に効率よく
水を吸着させることができ、効率よく手を乾燥させることができるという効果を奏する。
【００１８】
　また、請求項４記載の手乾燥装置は、前記湿度吸着素子付近に湿度を検出することがで
きる湿度検出手段を備え、前記湿度検出手段で前記湿度吸着素子の状態を測定し、一定値
以下になった状態で遅延運転を停止するものである。
【００１９】
　これにより、素子を最適な状態で保つことができ、前記湿度吸着素子の遅延運転を十分
に行うことで次に使用する際の前記湿度吸着素子を常に最適な状態で使用することができ
、効率よく手を乾燥させることができるという効果を奏する。
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２１】
　（実施の形態１）
　図１に示すように本体１内には空気を吹き出す送風手段２を備え、本体１中央部には、
手を乾燥する乾燥空間３があり、前記乾燥空間３の上面には、手を検知する手検知手段４
が取り付けられている。
【００２２】
　また、この手検知手段４は、例えば反射型赤外線センサまたは透過型の赤外線センサを
用いることができる。そして本実施の形態では、透過型の赤外線センサを用いている。す
なわち、発光部と受光部を一対にして対向させて配置したもので、これを遮ることで手が
挿入されたことを検知するものである。
【００２３】
　そして、これら手検知手段４は本体１の上部の壁側に取り付けられた制御部５と接続さ
れている。制御部５は手検知手段４からの信号を受けて送風手段２を駆動する。
【００２４】
　また送風手段２としては、例えば高静圧の送風機を用いる。この送風機は、交流の整流
子モータで駆動させる構成を有する。
【００２５】
　乾燥空間３の下方には、送風手段２から吹出された風により吹き飛ばされた水滴や濡れ
た手より落下した水滴を受ける水受け部６を備えている。
【００２６】
　水受け部６の使用者側は風が循環するような構造になるように風路作成用板１０を備え
ている。
【００２７】
　水受け部６の周辺に配置される第１の吸気口７を備え、送風手段２により発生した空気
流を乾燥空間３に送風する吹出口８を備え、第１の吸気口７を通り、送風手段２を経由し
て吹出口８から風を吹き出す手乾燥用風路９を備えている。
【００２８】
　手乾燥用風路９の送風手段２の上流側には湿度吸着素子１１を備えている。
【００２９】
　手乾燥用風路９には、本体１内部を鉛直方向に通過する鉛直風路９ａが形成されている
。
【００３０】
　第１の吸気口７から水平方向に吸い込まれた空気は、鉛直風路９ａに導入され、垂直方
向の流れに変化し、湿度吸着素子１１を通過する。そして湿度吸着素子１１を通過したあ
と、送風手段２の吸入口１５へ流れ込む際に風向きが垂直方向から水平方向に変わり、送
風手段２を通過した風は吹出口８から吹き出される。吹き出した風は風路作成用板１０の
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影響で第１の吸気口７へ入るようになっており、風が循環する仕組みを作っている。
【００３１】
　つまり、本体１の内部に形成した鉛直風路９ａに湿度吸着素子１１を配置し、この下方
に位置し、手乾燥用風路９の空気の流れの上流側に第１の吸気口７が開口している。また
、湿度吸着素子１１の上方に位置し、手乾燥用風路９の空気の流れの下流側に吸入口１５
が開口している。
【００３２】
　上記構成により、第１の吸気口７から吸い込まれた空気が湿度吸着素子１１を通ること
によって、水分が吸着し、吸着熱が発生するため、高温低湿の風を吹出口８より吹き出す
ことができる。
【００３３】
　以上のように、第１の吸気口７より吸い込まれた空気を湿度吸着素子１１に通すことで
、空気中の水分が湿度吸着素子１１に吸着する。このときに吸着熱により温度が上がった
高温低湿の空気を吹出口８から吹き出すことができる。これにより、加熱装置を用いるこ
となく、高温低湿の風を発生させて手の乾燥を行うことができるので従来の手乾燥装置よ
りも効率よく手を乾燥させることができる。
【００３４】
　さらに、従来の加熱手段を用いていない手乾燥装置よりも効率よく手を乾燥させること
ができ、加熱手段を用いた場合に比べて、省エネとなる手乾燥装置を提供できるという効
果を奏する。
【００３５】
　（実施の形態２）
　以上のように、湿度吸着素子１１を利用して、手の乾燥を効率よく行う技術について説
明をした。実施の形態２では、素子の性能を維持するための構成について説明をする。
【００３６】
　すなわち、実施の形態１の構成に加えて、湿度吸着素子１１を乾燥するための素子乾燥
用風路２０を形成し、手乾燥用風路９との風路切替を行い、遅延運転を行う機能を追加し
たものである。
【００３７】
　なお、実施の形態１で既に説明した部分については理解を容易にするために、同一番号
を付し、説明は簡略化する。
【００３８】
　図３、図４に示すように、本体１上部に外気を吸い込む第２の吸気口１２を配置し、本
体１下部に排気口１３を備え、鉛直風路９ａで連通している。
【００３９】
　つまり、実施の形態１の鉛直風路９ａは、吸入口１５よりも上方に延設して、第２の吸
気口１２に連通するものであって、また、第１の吸気口７よりも下方に延設して、排気口
１３に連通するものである。
【００４０】
　実施の形態１では送風手段２の吐出口１６を示していなかったが、図３に示すように、
送風手段２は、吹出口８へ連通する吐出口１６を備えている。
【００４１】
　送風手段２の吐出口１６部分には、吹出口８とは別の方向に連通、すなわち湿度吸着素
子１１の上方に位置し、手乾燥用風路９において湿度吸着素子１１の下流側に連通する内
部風路１４備えている。
【００４２】
　すなわち、送風手段２から湿度吸着素子１１に近い側に内部風路１４を配置し、遠い側
に前記送風手段２の吸入口１５を設けている。
【００４３】
　また、第２の吸気口１２には、この第２吸気口の開閉を行う第１のシャッター１７を配
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置し、吐出口１６には、吹出口８への風路と内部風路１４への風路を切り替えることがで
きる第２のシャッター１８を配置し、第１の吸気口７には、この第１の吸気口７の湿度吸
着素子１１への連通と排気口１３側の湿度吸着素子１１連通を切り替える第３のシャッタ
ー１９を配置している。
【００４４】
　第１のシャッター１７と第２のシャッター１８、第３のシャッター１９は板体で構成さ
れている。
【００４５】
　そして、図３に示すように、第１のシャッター１７は、第２の吸気口１２を開放し、第
２のシャッター１８は、送風手段２の吐出口１６から吹出口８への風路を遮断し、内部風
路１４へ連通させ、第３のシャッター１９は、第１の吸気口７を遮断し、排気口１３と湿
度吸着素子１１を連通させて、第２の吸気口１２から吸気した空気を送風手段２を経由し
て内部風路１４から湿度吸着素子１１を通過させて、排気口１３から風を吹き出す素子乾
燥用風路２０を形成する。
【００４６】
　また、図４に示すように、第１のシャッター１７は、第２の吸気口１２を遮断し、第２
のシャッター１８は、送風手段２の吐出口１６から内部風路１４への風路を遮断し、吹出
口８へ連通させ、第３のシャッター１９は、排気口１３と湿度吸着素子１１の連通を遮断
し、第１の吸気口７を開放することで、実施の形態１で説明した手乾燥用風路９形成する
ものである。
【００４７】
　そして、第１のシャッター１７、第２のシャッター１８、第３のシャッター１９の開閉
を制御し、素子乾燥用風路２０と手乾燥用風路９を切り替えることができる風路切替手段
２１を制御部５に設けている。
【００４８】
　上記構成により、手検知手段４からの信号が途絶えたときに、風路切替手段２１により
手乾燥用風路９から素子乾燥用風路２０へ切り替えることによって、第２の吸気口１２か
ら吸い込まれた低湿の空気は湿度吸着素子１１を通ることとなり、湿度吸着素子１１を乾
燥させる遅延運転を行うことができる。
【００４９】
　以上のように、使用後に素子を乾燥させることで次回使用する際に効率よく水を吸着さ
せることができ、効率よく手を乾燥させることができるという効果を奏する。
【００５０】
　また、図６に示すように、鉛直風路９ａは、排気口１３の手前で水受け部６側へ風路内
の結露水が流れるように配置した傾斜部２３を設け、傾斜部２３から水受け部６連通させ
る水排出手段２２を備えた構成にしてもよい。
【００５１】
　上記構成により、遅延運転中に湿度吸着素子１１から水が出ても水受け部６へ流れ込む
仕組みとなり、水分を外に排出することなく水受け部６に流すことができ、使用感が向上
するという効果を奏する。
【００５２】
　（実施の形態３）
　実施の形態１で既に説明した部分については理解を容易にするために、同一番号を付し
、説明は簡略化する。
【００５３】
　実施の形態３の手乾燥装置においては、素子の性能を維持するための遅延運転の停止タ
イミングについて説明をする。
【００５４】
　すなわち本実施の形態では、図７、図８に示すように湿度吸着素子１１に隣接させて湿
度を検出することができる湿度検出手段２４を加えて設ける構成とした。
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【００５５】
　湿度検出手段２４により検出された湿度がある一定値以下になった場合、例えば１０％
以下になった時は湿度吸着素子１１が十分に乾燥したと判断し、遅延運転を停止する。
【００５６】
　以上のように、湿度吸着素子１１の遅延運転を十分に行うことで次に使用する際の前記
湿度吸着素子１１を常に最適な状態で使用することができ、効率よく手を乾燥させること
ができるという効果を奏する。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明の手乾燥装置は、レストランやホテルなどの洗面所やトイレに設置され、また病
院や手術室や調理場においても適用できる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　本体
　２　　送風手段
　３　　乾燥空間
　４　　手検知手段
　５　　制御部
　６　　水受け部
　７　　第１の吸気口
　８　　吹出口
　９　　手乾燥用風路
　９ａ　鉛直風路
　１０　風路作成用板
　１１　湿度吸着素子
　１２　第２の吸気口
　１３　排気口
　１４　内部風路
　１５　吸入口
　１６　吐出口
　１７　第１のシャッター
　１８　第２のシャッター
　１９　第３のシャッター
　２０　素子乾燥用風路
　２１　風路切替手段
　２２　水排出手段
　２４　湿度検出手段
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